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問題 
資料の 1テープTuring機械Mの入力を 001#001としたときの timeM(001#001), 
spaceM(001#001)を timeMと spaceMの定義から導出せよ。 
 

 この TMは決定性であるので、001#001に対して計算状況は一種類しかない。 
 これをαとする。 
α: (q0, ¢001#001$, $BB…)├ (q0, ¢001#001$, $0B…)├ (q0, ¢001#001$, $00B…) 

├ (q0, ¢001#001$, $001B…)├ (q1, ¢001#001$, $001B…) 
├ (q1, ¢001#001$, $001B…)├ (q1, ¢001#001$, $001B…) 
├ (q1, ¢001#001$, $001B…)├ (q2, ¢001#001$, $001B…) 
├ (q2, ¢001#001$, $001B…)├ (q2, ¢001#001$, $001B…) 
├ (q2, ¢001#001$, $001B…)├ (q3, ¢001#001$, $001B…) 

timeM(001#001)=min{t|ある受理状態 D(001#001)に対して C0(001#001)├t D(001#001)} 
 =min{t|(q0, ¢001#001$, $BB…)├t (q3, ¢001#001$, $001B…)} 
 =12 
spaceM(001#001)=min{space(α ):,ある受理状態 D(001#001)に対しα :C0(001#001)├ 
D(001#001)} 
ここでαは上にあげたαのみ。 
space(α)=max{hi(j)|0≦j≦t, 1≦i≦k}=4 
∴spaceM(001#001)=4 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


